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A Compa町isomBetw.eemSolgemMaterialAndVegetabl.氏Oil

UsedlmTheManufac紬reofSugar.

音 波 蔵 健

(琉球政府経済局)

は し が き

琉球臓業は田本の甘味資源需給計画に対応し 6･5/･66年

期には15万屯の静出をする剖画になってV,たが今期 62/

63年期で15万屯に達することになり､ 67/68年期には21

万屯を予想している.これは日本 土々の関税法の改正な

どの特恵措置､.ならびに政筋の糖菜振興法による政策の

浸透､Ⅱ腸施設の近代化､栽培両横の拡大､新品種の普

及と陣に新品魔 N.TCo.31･0の台風､畢魅に対する抵抗力の

大なるによる普及率の増加と単位収塵の増加によるもの

があると思われる｡

すなわち栽培面vt関しては毎年向上発展しつつある.

しかる甘ご台風が多 く立地条件がことなる沖縄では製糖化

学面甘こつVlてまだまだ問題点が歳 ･,ている｡台風の被鱒

を受けた甘贋の煮汁は構瀞が困難で､泡立ちが著しく.､粘

度も高 く,製糖し紅 くvlo叉黒糖製造に関しては樽忙泡立

が著しくしかも麹牌仕上温度が上らず良質の黒糖ができ

ないoこのよう･な悪条件を克服するために植物油が使用

され黒牌 進に関してかなりの効果を示してきた｡しか

し消泡効果､硬度-の影響はなく､悪い燕汁に対する品

質酔夢にはならなかった｡そこでまずペニシリン､イー

ス.ト勝進及び製塩工業にあける消泡剤､並びに食品用乳

化痴散剤として使用されているゾルゲ.ンを応用して製糖

効果を検討することにした｡

実 験 :方 法

1. 供試品種は､N=Co.310で15t の圧搾朗で搾押して

廉汁の上中下に卦けて使開した｡

2.石灰は､押紙の刑瑚石灰岩よりの生石灰､古世紀生

石灰者よりの亜石灰､訪英一級の盤石灰および工業

用｢級消石灰vcついて予防訊級した結果､安定して

清執勧県のよ,Vlのは工業相一級消石灰であったので

同消石灰を使用した｡

3.清浄方法

石灰丑は50mg/100mCでpH7前按になるように調

整し､.石灰清静瀬法披学術試験の結果 HIO･tL五m組成

を統一して採用した｡尚比較のため_.ClodL･im_in雷

の変法も行なった｡

4.製造方法

簾汁58をステン レスの鍋に入れふっと う後､滑石

灰塵500mg/iPを添加し (pH6.8-7.5にするがこ

れは煮汁の成熟度によって異なる)､これを沈澱糟

(28のビーカーを使用)に移し上澄汁 (HoたLim･

ing)をステンレスの鍋 に入れ石独 コンPを用いて

製糖した (大型黒糖工場製温故)oまた漉汁に滑石

灰塵500mg/1βを添加して加熱し､.80oC前後か ら

不純物 (有機非糖卦特に蛋白質､ワブクス七色薬類

澱紛)が浮遊してくるので金網です くV,取り,ヾ:looC

上昇までに全部除去 (ColdLimimgの変法)し製

糖した(小型工場製造法)0 15rix20度前後の源押58

から1kg余 りの果糖ができる0

5. ゾルゲン添加方法

予備試験の結果ゾルゲン 4櫛堺とも消泡効果がある

ので濃縮申 (レフブ リックス60前後)で泡沸の際添

加した｡~大豆滑､莱唖油の場合は消泡効果が少しで

もあらわれるときの盤である,0

6..雑品の卦析方法

鰻糖便殿による｡

輿 験 絶 無

1. 葦汁のBvix別過酷時における消泡効鼎.. 取り上げ

猟皮､ 塾讃静時間など-の形紗

レフブリックス116.3(甘酢 下)､レフブ リリスク

17.5(甘#･:中)､レフブリックス 21,0(甘牌‥上)の

三唖籾の肺肝に卸して効鼎を調べ節1茅凱 鮒2貌山解

3嚢に示す結果を･えた01すなわちソルゲンむ添加し

た場合は燕汁の上.中､下､を闘わず消泡劾奥が大

きく取り上げ温皮は上昇し､動機時間は短縮され塊

品の糖度､硬度､光沢,水分､還元糖､糖味共にす

ぐれてV､たo

r2､甜轟押債冊打よる消泡効果及び硬度-甲膨轡qL

酎廿での消泡効兼の産鼎壮認めがたいため由粛汁を

使用して確めた結果第塊麹に示す効果を循た｡

即ち､消泡効果では ソルダン90が著しくす ぐれ､硬

度ではゾルゲ1/70が著しくす ぐれてV,るq
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t＼ 項

沖縄 腰:来 三野1巻 節 2号 (1962)

日
＼＼

種願 ＼､＼

ソノレゲン40･

// 50

/̂ 70

〃･ 90

無添加

〃

添 加 塵

150mg/
Ike

取り止
げ温度

// i '̂

:: 上

O

ColdLtjmi.ng
_P,埜堕p

無し

<･L

皿27oC

〃

Jl/

ク

1170C

120oC

注 ①取り上げ温度127cc､120oC､1170･Cはおのおのをの温度敦で容易に上界するが､それ 以上では こげる｡

第2表､燕汁 :車､レフ ブリックス17.5(糖度16.00)

添 加 盈
ら L:IL_=

ゾルゲン4 0

〃 50

〃 70

JP 90

東 経 -JJ-::

･ケ

消泡効果

･ク

// ; //

Jy

味

サ

ケ

か

や
し

L

や
よ

よ

改⑤取上温度128oC､120oC､123:oCは各}Cその温度までは上 昇するがそれ 以上で披こげつ くo･@ (5秒争)～(･45卦)

は実澱に勢し鞄暗闇,但しソルダンを添加ル てから｡

第3襲､苦汁上､レフブl)ツクス21.0(糖度19.64)の場合

スタン
～ 色

1.62

165

160

163

180

223

･′■ 量 '/I
// l 〃

瞳⑳噸上観劇 ,ョoo.,C､123oC､1215oC披各カモの温度まで披上鼎するがそ れ 以 上 で 犠こげるgI

⑳ r掴o卦), (33卦)は葵際に要し允隙間

㌔

L

L
i

や
よ

よ
州

r
TI1.I...--=.i



酋 故 威 :ソルゲンと植物油の剰糖への効果選果について

3､ソルダン70と大豆油,菜種油との比較

ゾルゲン70が 黒糖製 造に適してV,ることを認めた

ので現在使用されている大豆油､菜種油と此嚢して

みた結果第5表､第6蓑､第7泰に示す結果を得た｡.

すなわち消泡効果大で､製糖時間も短縮され､製品

の糖密､叔卦､還元糖､硬度などいずれ もす ぐれて

V､た｡.

4･･.特等農糖の具備すべき卦析免件

(1)塘匪860.-900

(2)還元糖､5%以下

(3)水卦5%以下

(4)色価蚊スタン-ーカラーの250以下

L(5)p班､.6-7

･(6)結晶の大きさは50ミクpン以下

3皿

第4喪､甜菜什依隅による消泡効果及び硬度-の影
響､

(甜菜浸出汁を使用)

消泡効果

(監禁芸 品

ソノレゲン40

/y 50

ク 70

ク 90

無 添 加 l 解し

蛸

l

白

L

E
J

.

∴

注 :実験室で行な った甜菜禽密牌は淘膨化しなか っ

たが､ソルゲン70では十卦固形化した｡

第5義､庶汁 =下,レフブl)ツクス16.4(糖度14.2)の場合

lコ
ロロ

間
節

箆 1･1.取 り･上げ温度1270･Cは大豆油､莱櫨油の場合はそれ以上ではこげたので1:27ccに統-した0.12roCは澱粉減

退の最適温度である02q･(1時間)怯実際に要した時間､但しソルダンを添加してから.

第6衷 庶汁 :】中 レフブ リックス17.6(糖度15.8)の場合

巨 重量Ii- 一 軒 謂 司 舶 耳

注 .･1.不純物を除去せず製糖したもの虻すべての面で著しく悪い02.取上甑匪127PCは維-した温度である0

3.(50卦)壮実際に要した時間､但しゾルゲン添加してから｡



32 沖縄 膿糞 第1巻 舘2号 (1962)

第7表 煮汁 :上､レフブ .)ツクス20･6(糖度19L･30)の場合

添 加盈
種類 -､･

ソルゲン70

クCou Limi-

帥の変法

大 豆 油

菜 種 油

無 添 加

150mg/
製品1kg

//

tomb/lk琵

//

0

//

ごく鑑か

〃･

壁___し

127oC
′ク

//

//

123oC

注 :1.坂上温度127oCは統一した温度で黒糖製造の最適温度 2･(40分)は美麻に要した時間､ 但しソルゲン添

加してから｡

考 察

1.ソルゲン40､50､70､90を使用すると取 り上げ温度

を120oCから128oCに上昇させることができるOすなわ

ち1200.Cでこげるのを128oCまで こがさずに上昇させ う

る｡しかも製楓瞭間が短縮できるOブリックス60になっ

てから無添加の場合とでは30分前後の差がでるO ソルゲ

ン4°と50は於加盟が 150m:g/11相 より少し多 くなるだけ

で磁臭が残るのでよくない0 70と90蚊15cmg/1kgより

少々多くな ･,ても奥矧恵なvl.但し多過ぎるとやはり臭

気がある｡ 大豆油､ 菜横軸の場合は10mP/1kgで も大

vIVt臭気があるので防臭する必要がある.

2.添加方法については清浄汁の頃から少盈添加する

と製暦時間が短縮されるが総添加塵が多くならぬように

しなければならなvl｡ 食品法上製品に対し0.5%以上添

加することはできなV,が相当多めに添加して消泡効果を

充卦にしても0.5,%に遭する心配はない0

3.最適添加盛につV,てソルゲン 90は消泡効果が著し

く大きいため､海部の著しいものには､他の種数より添

加藍が少蕊でよレ､｡･取 り上げ温度12.50C波黒糖製造で披

適温腔 でソルダンを使えばBr瓦x15の悪V,燕汁で もこが

さずに最適温度127oC･に上昇させることができる｡また

よvl簾汁に使えば更に上質の黒糖が製造できる0

4.黒糖製 造の最適pHは潜静夜のpHを6.8にするE.

之であるがこれは甘煮の成熟度､台風の被害を受けた甘

廉により､pHの著し小差泉があるため最初のpHを適当

に調製しなければならなV,｡一般に10月,11月､12月上

旬の未成熟の甘煮はpH7.5で窟浄･後6.8前後になる.

5.大豆油､菜健池､ ラー ドとソルゲンを混用した実

験把つV.ては本格的には行なわなかったが混用すること

により､.製品の光沢を更に増大せしめるので黒糖製造の

場合は現在まで使用してきた大豆油､菜種油､ラードな

どを半分以下陀減らし､ソルゲン7･0の最適塵を加えて効

果を止げるべきである｡

6.薦汁の不純物､すなわち有機非糖分(蛋白質0.49%,

ワックス脂質丸.58%､色素1.58%､,7コニット酸0､3%､

デンプン0.27%､ペクチン0.1%､ ペ ッ トザン0.07%)

及び無機非糖分(SOS0.54､K20 0.64､ MgO 0.23､

CaO 0.10､cc0.2､ P2050.12､SiOIO.14)の鹸去

割合が黒糖の取 り上げ温度､味､色､ 硬度に影野する｡

HotLim五mgの場合は色相､味､硬度､共によV､が取

り上げ温度は120cc前後しか上昇せず､従 って硬度もよ

くない｡ColdLimingの変法の場合は味､硬度､共によ

V,が色相はやや悪vloただし取り上げ温度は120oCまで

上昇する (ただしBX20･前後 の簾什) 0 Coは Limmg

の変法の場合･は､ HotLimhgの土産汁 と比べると･ま

だまだ多 くの有機無機非糖卦を含んでお り､ワックス､

脂質が適当に放っているため .に温度 が上昇するのであ

る｡従って品質を悪 く.しない程度の有機､ 轍磯, 非糖

卦の適当畳は決めなければならない.不純物すなわち有

機､無機､非糖分を全 く除去せずに製糖し潅場合披色､

味共に著しく悪V,黒糖と'なる｡



酋 披 廠 :ソルゲンと鹿物油の 郵船への効輿差輿についで 33

摘 要

1.最適添加方法は浪縮汁が Brix60以上になり泡

し始めたときに少塵づつ加え消泡効果があらわれたとこ

ろでとめる｡

2.最適添加畳は150mg/1kg:製品で特にソルゲン90は

消泡効果のみに使 う場合低まだ少塵でよい｡

3.ソルゲン70は硬度を増し､ 消泡効果あり･､製糖時

間の短縮ができ､硬り上げ温匿を犬V､に上昇させるので

展糖製造に適する｡

4.ソルダン90は消泡効果が著しくす ぐれ､.製糖仕上

促進効果 もあるので卦蜜糖』=場に怠ける消泡剤及び製糖

時間短縮に適する･.

泡効果基聾)の極微畳で効果があるのでコス ト高になる

心配は決してなV､｡

従 って黒糖の品質改番､卦蜜糖製糖工場の消泡剤及び

二番糖､三番糖の舶糖に利用して製糖時間の短縮をはか

るこよができる｡本実験を基にして実際に大型卦韮糖工

場-カ所 (琉球鹿連第一製糖工場)黒糖製造工場三カ所

(北大東糖策､伊是名農協製糖工場､安国製糖工場)で使

押した結果､消泡効果の大きV,こと､硬度を増すこと､光

沢をよくすること､製糖時間を短絡するこ.となどが碓認

できた｡ .

最後に筆者が琉球農業試験場在職中に兵衛塵科大学で

製糖化学の折修をした際､ソルゲンにつV､て御教示下さ

った河本正彦教授､ソルゲンを提供して下さった第-工

菜興薬株式会社､本実数を行なった際御指導下さっ･た梶

川経済局特産課長に対し厚 く感謝の意を襲する｡

Summary

1.Theexper乱mentwasconducteldtodeteqm乱ne

which materialsco･uld beused effectivelyin

elim且nathgfroth orbubble forma仙om im仙e.

mamuぬ･ctureofSugaraslmthecas､eofpenicil-

lin,yeastandsaltmanufa｡turcinJapan.

21Thefo皿Io･wir帽 mat即ialswere･Comparedim

th臥sexper五meTht.

a.SolgemNo.40

br. /̂･

C. 〃

d.Sot g･enNo.90･

e..Soyh･eamOil

f.RapeseedOil

3.The fo並low払g effects were observ･ed lm

theexperim.eat.

a･Al皿Solgem m.acerialsused were effective

in･elim五matingfrotho･rbubbleformation.

b.AllVegetableOil･usedwereafew effective

王neliminatingfrothorbubbleformatぬn.

C,Them osteffectiverater･of applic如ion･was

150mg/IkeSugaTConseTnedSolgeLn.

d･Themo･steffectiverace ofapplicat丑on of

v･egetable Oilwa去10mB/lkgSugar.

e.AllSo･lgen and Vegetabele Oilwere ef-

fectivJe im increalSinglfinish temp･erature and

･Shortening･oftime.

f.Solgen No･.･90 was dTeadfull effectiveim

liminat五mgfrotho･rbubble foTmatiom..

g･SolgenNo.70waseffective丑nmaklng･h占id

blackSugar.

･h･All Solgen materials andVegetable0,its

wereeffe･Ctiveimmakingbrightbl乱CkSugar.

4.Comc皿usi･on

a.So･lgen90･ismos･tsuitab帖oneforc･entrifugal

sug･ar manuf･a･ccure far surpassto Vegetable

Om

b...Solgen 70もs most 昏uitable for mo･las昏es.

sugarmamuf･acrture far畠urpaSSin:gtoVe酢Cable

Oil.
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